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反射法地震探査による日高衝突帯南部の超深部構造の解明

Super-Deep seismic reflection profiling in the southern part of Hidaka Collision Zone,
Hokkaido, Japan
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はじめに
　北海道日高山脈付近は、東北日本弧と千島弧の衝突に加え、さらにその下に太平洋プレートが沈み込んでお

り、島弧の深部地殻構造を解明する上で、さらには大陸地殻形成過程を解明する上で、大変興味深い地域である。
近年行われた反射法地震波探査(HIDAKA94-97)の結果、この地域では島弧の衝突によりデラミネーション＝ウェッ
ジ構造が形成されていることが明らかにされた（伊藤ら,1998,2000;Tsumura,1999）。しかし、くさび状に入り込ん
だ東北日本弧側の地殻や、剥離された千島弧下部地殻の下盤側とその下に沈み込む太平洋プレートとの関係は未だ
明らかではない。そこで、それらの関係を 3 次元的に明らかにすることを目的とし、2000 年 9 月、北海道様似町
にて、ほぼ直交する 2測線による超深部反射法地震探査を行った。2測線は概ね太平洋プレートの沈み込む方向（北
西－南東方向）に約 16km 展開された測線(Line1)、および島弧が衝突する方向（北東－南西方向）に約 8km に展開
された測線(Line2)からなる。震源にはバイブロサイス５台を用い、Line1 および Line2 の一部の受振点区間では
同時に観測し、記録長 20 秒の準 3 次元的反射法データを取得した。本講演では、前回の地震学会で報告した２次
元反射法処理結果に、2.5 次元的反射法処理結果を加えて、得られた本探査地域深部における新たな知見を報告す
る。
反射法処理結果
　同一測線上の発振受振のデータを用いて、それぞれの測線において 2次元反射法処理を行った結果、Line1 の

浅部では往復走時 3 秒(深度約 10km)の水平イベント群に乗り上がるような南東傾斜のイベント群がみられる。往
復走時 14 秒付近(深度約 47km)には測線の南東端から中央にかけて高角な北西傾斜の強いイベントがみられる。逆
に同じ往復走時 14 秒付近でも測線の北西端では緩やかな南東傾斜のイベントがみられている。また往復走時 7～8
秒(深度約 25km)、9 秒(約 30km)、11 秒(約 35km)および 16 秒(約 55km)にも断続的なイベントが確認されている。
Line2 では往復走時 5秒(深度約 15km)より以浅では水平なイベントが卓越している。往復走時 11 秒のほぼ水平な
イベントや往復走時 13 秒から 14 秒の緩やかな南西傾斜のイベントも確認されているが、いずれも連続性が悪く明
瞭ではない。また、すべてのデータを用いて 2.5 次元的反射法処理を行った結果、往復走時 7～8 秒、10～11 秒、
13～15 秒に非常に強い反射面群が往復走時 1秒分の幅に集中しているのがはっきりと確認された。
議論
　浅部では地表地質との対応により、往復走時 1秒付近（深度にして約 2km）に Line1 の中央から南東傾斜の、

それに対応して Line2 ではほぼ水平な反射イベントとして日高主衝上断層が追跡できた（菊池ほか,2001）。また、
Line1 における往復走時 14 秒付近（深度にして約 47km）の北西傾斜の非常に強い反射イベント群の深度や傾斜は
自然地震震源分布から推定される太平洋プレートの深度や傾斜と非常によく一致している。そのため、これらは太
平洋プレート付近からの反射波である可能性が高い。本探査結果では千島弧と東北日本弧の境界である日高主衝上
断層（伊藤ら, 1998）と太平洋プレートにはさまれた東北日本弧内の構造が捉えられているが、以前の探査で観測
されたような下部地殻下盤側のラミネーションはみられない。ここで HIDAKA94-97 断面をもとに、剥離された千島
弧下部地殻下盤側を本探査地域まで延長させると、本探査地域では往復走時 14 秒付近に位置しており、ちょうど
太平洋プレートとぶつかっている可能性がある。2.5 次元反射法処理では、その様子を示唆するような結果も得ら
れている。本探査では、島弧地域では困難とされるバイブロサイスを用いた反射法地震探査により、衝突する島弧
の下の沈み込む太平洋プレートまでの構造を捉えることに成功したが、その一方で、それらの概要を捉えるには本
探査展開では不十分であり、今後は HIDAKA94-97 との詳細な比較や、さらに広範囲にわたる探査を行なう必要性が
でてきた。


